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一
般
会

計
の
予

算
総
額

は
、
前

年
度
当

初
対
比

で
９
・
２
％
、
２
億
５
千
４
７
５
万
円

減
の
、
２
５
億
６
９
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
出
で
、
人
件
費
等
の
削
減
な
ど
５

千
４
百
５
０
万
１
千
円
減
額
と
し
、
普

通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
道
路
、
漁

港
、
港
湾
等
の
整
備
に
４
億
３
千
７
４

０
万
１
千
円
を
計
上
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
の
適
正
課

税
と
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
、
村
債
に
つ
い
て
も
有
利
な
起

債
を
導
入
し
後
年
度
負
担
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合

理
化
を
図
り
、
消
費
的
経
常
経
費
の
抑

制
に
努
め
、
特
に
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
定
員

適
正
化
計
画
に

基
づ
き
、
人
件

費
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。

平
成
1  9  
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て

●
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
主
要
作
物
の
、
ス
モ
モ
・
タ
ン
カ

ン
・
イ
ン
ゲ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
土
づ

く
り
の
た
め
の
フ
レ
コ
ン
堆
肥
購
入
農

家
に
対
し
助
成
金
の
交
付
や
果
樹
、
野

菜
園
芸
等
の
生
産
拡
大
の
支
援
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
苗
木
購
入
助
成
等
を

引
き
続
き
実
施
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
、
カ
ラ
ス
捕
獲
事
業
も
継
続
し
て

実
施
い
た
し
ま
す
。

②
地
場
消
費
の
積
極
的
な
拡
大
や
産
地

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
「
地
産
地
消
」

を
推
進
し
本
村
の
農
業
振
興
に
努
め
ま

す
。③

ス
モ
モ
園
の
改
植
等
の
支
援
、
農

作
業
受
託
班
に
よ
る
農
家
の
作
業
の
省

力
化
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

④
福
元
地
区
の
土
層
改
良
・
農
道
舗

装
・
イ
ノ
シ
シ
防
護
策
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

⑤
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上

活
動
事
業
を
導
入
し
、
農
業
用
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
、
関
係
団
体
等
が
幅
広

く
参
加
す
る
活
動
組
織
を
新
た
に
発
足

さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
効
果
の
高
い

共
同
作
業
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

●
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
森
林
資
源
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、
除
間
伐
・
複
層
林
改
良
と
竹
林
改

良
・
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
シ
キ
ミ
造
成
を
行

い
ま
す
。

②
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
水
産
の
振
興
に
つ
い
て

①
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
対
策
事
業
を
導
入

し
水
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

②
今
里
漁
港
の
防
波
堤
の
整
備
を
行
い

港
内
静
穏
度
を
高
め
る
事
業
を
行
い
ま

す
。

③
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
･
推
進

事
業
を
継
続
実
施
し
、
海
域
環
境
の
保

全
･
国
境
監
視
等
多
面
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
り
ま
す
。

④
　
大
金
久
地
区
の
係
留
施
設
等
の
整

備
を
図
り
、
漁
港
と
し
て
の
安
全
性
と

利
便
性
を
高
め
ま
す
。

●
商
工
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

①
経
営
改
善
普
及
指
導
等
の
た
め
商
工

会
へ
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工

会
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
ひ
ら
と
み
祭
り
に
つ
い
て
、
経
費
の

助
成
と
開
催
準
備
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

③
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
公
園
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
経
費
節
減
、
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

④
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄
美
自
然
体
験
活

動
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
、
自
然
保

護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

⑤
奄
美
群
島
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の
早

期
登
録
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
の
増
進
に
つ
い
て

①
診
療
所
を
は
じ
め
保
健
所
や
健
康
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
て
各
種
検
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

②
奄
美
群
島
特
有
の
食
材
や
伝
統
的
な

食
文
化
を
次
世
代
へ
伝
承
し
、
地
産
地

消
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助
成
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

●
生
活
住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

①
西
部
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
を

大和村長

永 田 武 光
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継
続
し
て
整
備
す
る
と
伴
に
、
供
用
開

始
す
る
名
音
・
戸
円
集
落
の
加
入
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図

り
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
車
輌
の
放
置
防
止
や
ご
み
の
不
法

投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。

③
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
の
駆
除
用

薬
品
を
配
布
し
駆
除
に
努
め
ま
す
。

④
大
棚
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
を
推
進
し
集
落
の
保
全
を
図
り
ま

す
。

⑤
大
和
地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業
で
配

管
工
事
を
行
い
、
事
業
完
了
と
し
ま
す
。

ま
た
、
大
和
ダ
ム
は
平
成
1  9  
年
度
か
ら

鹿
児
島
県
と
大
和
村
の
共
同
管
理
方
式

と
し
て
運
用
さ
れ
る
た
め
管
理
組
織
体

制
等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の
在
宅
福
祉
の
充
実
、
で
き

る
限
り
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

②
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
と
連
携
を
行
い
、
後
期
高
齢
者
対
策

に
努
め
ま
す
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
へ
育
成
補
助
を
行
い
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
い
た
し
ま

す
。

④
大
和
の
園
は
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

施
設
と
し
て
、
健
全
な
運
営
に
努
め
ま

す
。

●
児
童
福
祉
に
つ
い
て

①
引
き
続
き
延
長
保
育
や
、
育
児
助
成

金
を
支
給
し
、
子
育
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
交
通
網
・
通
信
体
系
の
整
備

①
村
道
大
棚
名
音
線
改
良
事
業
を
継
続

実
施
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

②
思
勝
港
湾
は
、
漁
船
等
の
安
全
係
留

及
び
津
名
久
集
落
へ
の
越
波
防
止
対
策

を
図
る
た
め
、
東
防
波
堤
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

③
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
中
継
所
を
建
設

し
、
戸
円
、
名
音
、
志
戸
勘
、
今
里
地

区
の
難
聴
解
消
を
図
り
ま
す
。

④
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進
い
た

し
ま
す
。

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

①
大
和
村
学
校
統
合
検
討
審
議
会
を
発

足
さ
せ
、
調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

②
学
力
対
策
協
議
会
へ
の
助
成
を
引
き

続
き
行
い
、
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
に

よ
る
、
生
き
る
力
の
育
成
、
確
か
な
学

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

③
戸
円
校
の
里
親
留
学
制
度
に
対
す
る

助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

④
大
棚
・
大
和
小
中
学
校
の
校
庭
の
改

良
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑤
給
食
セ
ン
タ
ー
出
入
り
口
を
改
修

し
、
衛
生
的
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い

て①
公
民
館
講
座
を
例
年
ど
お
り

開
講
し
、
村
民
に
親
し
ま
れ
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
公

民
館
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

②
大
和
っ
子
ス
ク
ー
ル
を
引
き

続
き
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の

体
験
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
青
少
年
健
全
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

③
村
史
編
纂
事
業
は
、
本
年
度

で
終
了
し
本
編
刊
行
を
行
い
ま

す
。

④
大
和
浜
集
落
瀧
ノ
川
地
区
の

「
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
林
」

を
国
指
定
文
化
財
登
録
に
向

け
て
鹿
児
島
県
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

⑤
村
体
育
館
の
浄
化
槽
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

以
上
、
平
成
1  9  
年
度
に
お
け
る
村
政

の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
に
つ
い
て
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
、
村
民

と
と
も
に
夢
を
持
ち
、
自
然
に
や
さ
し

い
、
明
る
く
豊
か
な
ま
ほ
ろ
ば
大
和
の

創
造
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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その他の内訳
●分担金及び負担金

1,956（0.1％）
●使用料及び手数料

42,443（1.7％）
●諸収入

43,206（1.7％）
●地方譲与税

26,495（1.1％）
●地方消費税交付金

14,780（0.6％）
●財産収入

9,039（0.4％）
●繰越金

30,000（1.2％）
●自動車取得税交付金

6,638（0.3％）
●利子割交付金

552（0.0％）
●地方特例交付金

1,816（0.0％）
●寄附金

1（0.0％）
●配当割交付金

159（0.0％）
●株式等譲渡所得割交付金

138（0.0％）

▼

2 5億1 , 4 7 9万7千円

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～

～自然と共生し，安心して
住みよい村づくりをめざして～
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その他の内訳

●議会費

61,536（2.4％）

●消防費

84,531（3.4％）

●商工費

6,977（0.3％）

●予備費

1,853（0.1％）

●災害復旧費

3（0.0％）

●諸支出金

1（0.0％）

▼

一般会計予算総額
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「　
生　
き　
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平　
成　
1  9  
年　
４　
月　
2  8  
日　
、　
大　
和　
村　
中　
央　
公　
民　
館　
３　
階　

講　
堂　
に　
て　
、　
大　
和　
村　
中　
央　
公　
民　
館　
講　
座　
合　
同　
開　
講　
式　

が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

今　
年　
度　
は　
2  1  
講　
座　
2  2  
教　
室　
を　
開　
設　
し　
、　
２　
４　
５　
人　

が　
挑　
戦　
し　
ま　
す　
。　

今　
年　
度　
は　
新　
た　
に　
男　
性　
を　
対　
象　
と　
し　
た　
ハ　
ト　
笛　

（　
指　
笛　
）　
講　
座　
も　
新　
設　
さ　
れ　
、　
多　
く　
の　
申　
込　
み　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

講　
座　
の　
紹　
介　
・　
講　
師　
の　
紹　
介　
を　
し　
た　
あ　
と　
、　
永　
田　

世　
史　
教　
育　
長　
が　
受　
講　
生　
に　
激　
励　
の　
言　
葉　
を　
贈　
っ　
た　
。　

永　
田　
武　
光　
村　
長　
、　
中　
山　
昭　
二　
館　
長　
ら　
は　
あ　
い　
さ　
つ　

で　
の　
な　
か　
で　
、　「　
人　
口　
比　
1  3  
〜　
1  5  
％　
の　
村　
民　
が　
毎　
年　
受　

講　
し　
、　
比　
率　
は　
高　
い　
。　
講　
座　
が　
技　
能　
、　
知　
識　
を　
高　
め　

る　
生　
涯　
学　
習　
の　
場　
と　
な　

り　
、　
受　
講　
生　
同　
士　
が　
交　

流　
を　
深　
め　
て　
友　
人　
の　
輪　

が　
広　
が　
る　
機　
会　
に　
な　
る　

よ　
う　
祈　
念　
し　
て　
い　
る　
。　

楽　
し　
く　
学　
び　
、　
修　
了　

証　
・　
精　
勤　
証　
を　
と　
っ　
て　

ほ　
し　
い　
」　
な　
ど　
と　
延　
べ　
、　

受　
講　
生　
を　
励　
ま　
し　
た　
。　

小　
学　
生　
ら　
も　
習　
字　
・　
三　

味　
線　
・　
島　
唄　
な　
ど　
に　
申　

し　
込　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　

本
年
度
も
す
ば
ら
い
先
生
方

が
大
和
村
の
学
校
に
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
達
や
、
地
域

の
為
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

【
大
和
校
】

藤
井
　
俊
　
郎
　
校
長

椎
原
　
　
　
聡
　
教
諭

前
島
　
和
　
幸
　
教
諭
　

田
邊
　
眞
理
子
　
教
諭
　

濱
田
　
智
江
美
　
養
教
　

森
田
　
さ
や
香
　
教
諭
　

伊
集
院
　
弥
生
　
教
諭
　

樺
木
野
瑠
津
子
　
講
師
　

森
岡
　
里
　
沙
　
講
師

【
大
棚
校
】

地
徳
　
友
　
美
　
教
諭

前
田
　
美
　
香
　
教
諭
　

里
村
　
直
　
美
　
教
諭
　

求
　
　
紫
　
織
　
教
諭
　

畠
中
　
美
　
穂
　
教
諭
　

日
高
　
梨
　
奈
　
教
諭

【
戸
円
校
】

今
掘
　
智
　
子
　
教
諭

榮
　
　
光
　
成
　
教
諭

平
城
　
長
　
子
　
教
諭

【
名
音
】

大
山
　
　
　
巧
　
校
長
　
　

山
田
　
謙
　
治
　
教
諭
　

有
村
　
由
　
紀
　
教
諭
　

平
　
　
麻
衣
子
　
教
諭
　

朝
木
　
修
　
一
　
教
諭
　

福
島
　
知
　
美
　
講
師
　

屋
田
　
　
　
愛
　
養
教
　

磯
　
　
宏
　
美
　
事
職

【
今
里
校
】

山
下
　
聡
　
子
　
教
諭
　
　
　
　
　

1 2チームが参加して行われた大和村ソフトボール連盟主催の第

4 5回大和村集落対抗ナイターソフト春季大会が、４月1 6日（月）

に開幕し、2 6日（木）に決勝戦が行われました。

今年から、Ａ級、Ｂ級に編成して行われた大会は、Ａ級決勝戦で

湯湾釜が大棚Ａを１点差で下して、念願の初優勝を飾りました。Ｂ

級優勝の今里も完封試合をするなど、見せ場の多い大会でした。

試合結果は次の通りです。

●Ａ級決勝戦 湯湾釜 ８－７ 大棚Ａ

※最優秀選手賞 蔵　　　正（湯湾釜）

●Ｂ級決勝戦 今　里 2 1－５国直

※最優秀選手賞 森　陽一郎（今　里）
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大和村集落対抗ナイターソフト春季大会A級優勝　湯湾釜チーム

B級優勝　今里チーム
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赤
土
等
流
出
防
止
に
つ
い
て

奄
美
群
島
各
地
に
お
い
て
、
野
生
化
し
た

ヤ
ギ
が
増
加
し
、
植
物
を
食
害
す
る
こ
と
に

よ
り
土
砂
が
流
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

奄
美
で
は
、
ヤ
ギ
を
食
す
る
文
化
が
あ
り
、

島
民
は
こ
れ
ま
で
大
事
に
飼
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
部
の
区
域
で
ヤ
ギ
が
山
林
に

放
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
農
林
作
物
へ
の

被
害
や
自
然
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ヤ
ギ
を
放
置
し
て
い
る

場
合
は
早
急
に
回
収
し
、
首
輪
を
つ
け
る
か

棚
等
で
囲
み
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
再
放
置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

奄
美
地
域
の
沿
岸
海
域
で
は
、
各
種
の
開
発
行
為
や
農
地

な
ど
か
ら
河
川
や
海
へ
の
赤
土
等
の
流
出
が
見
ら
れ
、
沿
岸

漁
業
や
観
光
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

赤
土
等
の
流
出
は
、
降
雨
に
伴
う
土
壌
の
侵
食
に
よ
り
起

こ
り
ま
す
。
奄
美
の
島
々
で
は
、
亜
熱
帯
性
気
候
や
土
壌
の

性
質
な
ど
自
然
的
要
因
の
ほ
か
に
、
各
種
開
発
行
為
や
営
農

活
動
な
ど
の
人
為
的
要
因
が
加
わ
る
こ
と
で
赤
土
等
の
流
出

し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

奄
美
の
豊
か
な
海
と
、
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
は
、

行
政
・
事
業
者
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
の
心
が
け
で
美
し
い
海
を
守
り
ま
し
ょ

う
。＊

１
、
０
０
０
ｍ
以
上
の
開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
工

事
着
手
の
10
日
前
ま
で
に
大
和
村
役
場
に
届
出
が
必
要

で
す
。

●
大
和
村
土
砂
流
出
防
止
対
策
推
進
協
議
会

ヤ
ギ
の
適
正
な
管
理
を

～サマージャンボ宝くじ～
街づくりに役立っています宝くじの

収益は、市町村の明るく住みよい街づ

くりに使われます。

●発売期間

７月１３日（木）から８月１日（火）

●抽選日

８月１１日（金）

●当選金 １等　２億円×４２本

前後賞各　５，０００万円

２等　１億円×１２６本

身近にできること

・食器用洗剤の量をできるだけ少なくするために、油分等は新聞紙等に吸収させて燃えるゴミで出す。
・牛乳パック・新聞紙を工夫して利用することにより、不要な洗物を減らす。
・洗濯の回数を減らすため、まとめ洗いを励行し、洗剤使用量は必要最小限度にする。
・きれいな奄美群島の海で遊んだ後は、必ずゴミは持ち帰り、ポイ捨てはしない。

このような場合は奄美海上保安部までご連絡ください。

・海にゴミや油を捨てている人・船舶を見かけたとき
・海岸に廃船や多量の廃棄物が捨てられているのを見かけたとき

奄美海上保安部　　　０９９７－５８－５８１１・５８１２

海洋環境汚染の要因の一つとして、一般市民の日常生活から出る生活排水やポイ捨てされたゴミ等
から河川や下水を通じて海を汚染していると言われています。そこで私たち１人１人が身近にできる
汚染防止策について真剣に考えて、実行してみましょう。

未来に残そう青い海
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ン
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量
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合
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ン
カ
ン
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（
果
汁
１
０
０
％
）
５
０
０
ｃ
ｃ

牛
乳
・
・
・
・
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２
０
０
ｃ
ｃ

生
ク
リ
ー
ム
・
・
・
２
０
０

水
・
・
・
・
・
・
１
０
０
ｃ
ｃ

ゼ
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
２
０
ｇ
弱

白
糖
・
・
・
・
・
・
１
０
０
ｇ

卵
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
個

●
作
り
方

①
生
ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
器
ま
た
は

ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で
泡
立
て
る
。

②
①
の
中
に
卵
を
入
れ
、
さ
ら
に
泡

立
て
器
ま
た
は
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
を

か
け
る
。

③
②
に
牛
乳
を
入
れ
混
ぜ
合
わ
す
。

④
ゼ
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
を
１
０
０
ｃ

ｃ
の
水
で
ふ
や
か
し
て
お
く
。

⑤
鍋
に
、
ジ
ュ
ー
ス
・
砂
糖
・
④
を

入
れ
よ
く
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
ゼ
ラ

イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
を
煮
溶
か
す
。（
沸

騰
寸
前
に
火
を
止
め
る
。）

⑥
⑤
の
荒
熱
が
と
れ
た
ら
③
と
⑤
を

混
ぜ
合
わ
せ
容
器
に
流
し
冷
や
し
固

め
る
。

大
和
村
長
寿
子
宝
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

大
和
村
食
生
活
改
善
推
進
員
提
供

（ 8 ）

大
和
駐
在
所
に
新
し
い
お
巡
り
さ
ん

の
岩
元
正
臣
巡
査
長
（
33
歳
）
が
、
中

島
巡
査
部
長
の
後
任
と
し
て
３
月
29
日

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
出
身
で
ご
家
族
は
、
麻
耶
夫

人
と
一
男
二
女
の
五
人
家
族
で
す
。

前
任
地
は
志
布
志
警
察
署
で
駐
在
所

勤
務
は
初
め
て
で
、
毎
日
緊
張
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
少
年
時
代
に
父
親
の
勤

務
地
が
沖
永
良
部
で
離
島
の
生
活
も
経

験
し
て
い
る
。
懐
か
し
い
思
い
が
し
ま

す
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で
休
日
は

家
族
で
「
島
め
ぐ
り
も
し
た
い
し
、
自

然
の
き
れ
い
な
山
や
海
に
も
出
か
け
た

い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
村
民
の
み
な
さ
ん
も

ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
ほ
が
ら
か
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

駐
在
所
に
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

趣味は 魚釣りや散歩，得意ではありませんがスポーツも

好きです。

奄美の感想は 今から1 6年前，初任校が沖永良部の国頭

小学校でした。その時の思い出が鮮明に残っています。こ

の奄美大島，特に大和村の緑と海の輝きが大変素晴らしい

と感動しています。

モットー等 何事にも精一杯心を込めて行うこと，明る

いあいさつを心がけることをモットーに頑張りたいと思い

ます。

目　標 大和村教育委員会は大和村内の小・中学校の教育

活動が充実するように日々業務を遂行しています。

私もそのために大和村の教育について熟知し，先生方と

力を合わせ，子ども達の為により良い教育活動が展開でき

るよう積極的に仕事に励みたいと考えています。

今年４月の異動で，大迫俊浩先生の後任として，

谷末博隆先生が学校教育指導主事として着任されま

した。前任校の田上小学校からの異動で，ご出身は

鹿児島市内。奥様と三人のお子さんと共に思勝集落

に在住しています。

●津名久集落の橋（上橋）

津名久集落内の中央に流れる津名久川に平成

７年３月に津名久上橋が架かりました。長さ

8 . 5 5ｍ、幅3 . 5ｍの小さな橋ですが集落の約中央

に架かっていますので、とても便利で多いに役

立っています。

大和村の各集落には、いくつもの橋が架かって

います。住民の生活路線として多いに役立ってい

ます。

大
和
村
駐
在
所
に
岩
元
正
臣
巡
査
長
が
着
任

学校教育指導主事に
谷末博隆先生 着任

べんりな橋シリーズ
N o . 3
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こせきの窓

（4月3 0日現在）

人口 1,864人

男 889人

女 975人

世帯 895戸

（推計人口）
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お
子
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達
で
す
。
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ど
満
一
歳
を
迎
え
ま

し
た
。

親
が
子
に
寄
せ
る
期
待
と
夢

は
大
き
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
過
疎
の
「
大
和
村
」

も
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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（1 0）

４
月
６
日
に，

村
内
各
小
・
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は，

大
勢
の
集
落
民
や
来
賓
・
保
護
者
の
見
守
る

中，

緊
張
し
た
表
情
で
そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
の
先
生
か
ら
名

前
を
呼
ば
れ
た
後，

校
長
先
生
や
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝

い
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

式
が
終
わ
っ
て，

保
護
者
等
と
一
緒
に
晴
れ
や
か
な
服

装
で
記
念
写
真
に
の
ぞ
み，

そ
の
後，

担
任
の
先
生
か
ら

学
校
生
活
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
村
内
の
入
学
生
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸円校 大棚校

大和校

名音校

2007


